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「今、それが私たちが関係している因果関係でなければ、心の活動は私たち


























































































































































































ー (以下 H) とダニエレによる21世紀の第2の十年に広がっています。Moyal-






「私たちの言語的/概念的な活動 (PI 126) を説明する試みが、フレーゲの論理
への算術の削減;それに認識論の基礎 (PI 124) を与えようとする試みは、事前
知識の意味に基づいています。ある意味での理想的な形態 (PI 130) の特徴を特
徴付ける試みはないロジックMackie の誤り理論のように (PI 124、132) それを
改革する試みはありません。ダメットのintuitionism;それを合理化する試みは
ありません (PI 133) クワインの存在のアカウントのように;それをより一貫性
のあるものにしようとしない (PI 132) 嘘つきパラドックスへの測度の応答のよ
うに;そして、奇妙な架空の「テレポーテーション」シナリオのための個人的
なアイデンティティの質問のセトリングのように、それをより完全にする試
















を使用して、その真実の条件 (満足度または COS) が明確になるようにする方
法を検討しています。基本的な問題は、1つが言うことができるということで
す何かしかし、1つは、任意の発話と意味が非常に特定の文脈でのみ可能であ




















るかに長い記事では、W と S の作業の調査を試みているので、それは、理解


























































トゲンシュタインと AI の研究者が行ったように、心 (ウィトゲンシュタイン
が示した言語とほぼ同じ) は、多くの文脈のために進化した異種の断片のモト
リーであり、そのような全体が存在しないことに気づきました。包括的な適

































知っているように見えるものです, 結局. "ウィトゲンシュタイン「確実に」 p48 
 










トで言語を使用して、その真実の条件  (S の条件 ) を見ることができます。
atisfaction または COS) は明確です。基本的な問題は、1つが言うことができるとい
うことです何かしかし、1つは、任意の発話と意味が非常に特定の文脈でのみ可能












































「私たちの言語的/概念的な活動 (PI 126) を説明する試みが、フレーゲの論理への
算術の削減;それに認識論の基礎 (PI 124) を与えようとする試みは、事前知識の意
味に基づいています。センス論理のように、理想化された形式の it (PI 130) を特徴
付ける試みはありません。Mackie の誤り理論のように (PI 124132) それを改革する
試みはありませんダメットのintuitionism;それを合理化する試みはありません (PI 
133) クワインの存在のアカウントのように;それをより一貫性のあるものにしよう
としない (PI 132) 嘘つきパラドックスへの測度の応答のように;そして、奇妙な架
空の「テレポーテーション」シナリオのための個人的なアイデンティティの質問













































































それは、TLP の私のレビューを見るのに役立ちます,BbbPI、W による OC、PNC (新
しい世紀の哲学)、 社会の世界 (STATA)、サールの哲学、中国哲学 (SPCP)、ジョン R 
を見ることサール-現実世界 (TARW)、およびこれらの天才についての他の本を考
えると、より高次の行動の明確な記述を提供し、私は WS フレームワークとして













































































































































一であることを信じることができますか?なぜなら、「彼は p を信じているが、s 
 18 
 
は p ' という場合ではなく、一方1つは、「私は p を信じているが、それはそうで
はない p」と言うことはできませんか?知識を達成し, 達成し, または受けるための






























ンの CD の完全なNachlass登場--ウィトゲンシュタインのNachlass: テキストとファ
クシミリバージョン: ベルゲン電子版 $2500 ISBN 10: 0192686917。それは図書館中
央図書館ローンを介して利用可能であり、同様にネット上で無料です。W の作品
の他の Cd のように、それは Intelex から利用可能です (www.nlx.com).インデックス
 19 
 




出版された W のミドル・ピリオド (1933) からの1つの主要な仕事は有名な大きい 
Typescript である。バッドの「ウィトゲンシュタインの心理学哲学 (1991) は、W 
のより良い治療 (私のレビューを参照してください) しかし、彼は1989でこの本を
終えたので、ビッグ Typescript もベルゲン CD も彼に利用可能ではなく、彼はコー
ネルマイクロフィルムを無視しました。それにもかかわらず、最も重要な作品は
、W の第3ピリオド (1935 から 1951) までの日付であり、これらはすべてバッドに
よって使用されました。 
 
Wittgenstein の全く斬新なアイディアとスーパーソクラテス trialogues(私の任期) 
そして、電信の書き込みは、彼の頻繁に孤独な、ほぼ solipsistic のライフスタイ
ル、および 1951での早期死と相まって、彼の生涯の間に彼の後の思考の何かを公
開するために失敗したとだけでゆっくりと彼の巨大な nachlass いくつかの 2 万ペ
ージが公開されている-この日に続くプロジェクト。ドイツの大部分の唯一の完全
版 nachlass最初に 2000 でオックスフォードによって発行されました Intelex 今そ
れを出版すると同様に、検索可能な CD 上のすべての 14のブラックウェル英語の
本。ブラックウェル CD のコストは $100 ですが、オックスフォード CD は、オリ
ジナル原稿の画像を含むセットに対して $1000 以上 $2000 を超えています。ただ
し、図書館中央図書館ローンを通じて取得することができます。そしてまた、ほ
とんどの本のようにと記事 ,ネット上で自由に利用できるようになりました
(libgen.io、b-ok.org そして に p2p.、検索可能な CDROM彼の英語の本 Asま
ぁ As ドイツ全体の nachlass,現在、ネット上のいくつかのサイトにあり、ベル
ゲンの  CD は、新しい版の  ca のために予定されています .2021-- 
http://wab.uib.no/alois/Pichler%2020170112%20Geneva.pdf).そして もちろんで














できるものS1 発話) 対「命題」 (すなわち、多くのコンテキストでa意味S2 発話満
足の条件で) 様々な文脈では、通常、通知をエスケープしています。 
 






のポイント (p34) を超えて適用されなくなることを意味します。その後, 多くは、
任意のアイデアなしで同様の提案をしてきました W アンティック数十年でそれら
を ipated (実際には数世紀以上になりました)。 
 






の原始自動不成立システム 1 (S1) 機能を記述するために使用されているとして、
「知っている」と「特定」と「疑い」の言語ゲームの作業を細かく調べることで
す (私 K1、 C1 および D1) と高度な審議言語システムの2つの機能 (my K2、C2、D2) 





多くがムーアと W と確実性 (OC) で最近、半世紀後に相対忘却で書かれています。
例えば、アナを参照してください。Coliva の「ムーアとウィトゲンシュタイン」 
(2010)、「拡張合理性」 (2015)、自己知識の品種 (2016 年)、ブライスの「確実性の
探求」 (2014) とアンディ・ハミルトンの「ラウトレッジ版哲学ガイドブック」を
ウィトゲンシュタインに、確実に」 ,そして、ダニエレの多くの本と論文
MoyalSharrock (DMS) とピーターハッカー (PH)、ハッカーの最近の3冊の人間の性質


















































































な信念」 (または私はそれらを B1 と呼ぶように) であることを明らかにする必要が
ありますぎらぎらS1 の自動化された真のみの構造を継承し、真または偽の文に経





把握することができなかったことと、すべての社会的相互作用 (例えば、政治) が 







ます.S1 への忘却はサールによって呼び出されています ' 現象学的錯覚 ', ピンカー
によって ' 空白のスレート ' とトゥービー『そして、「標準社会科学モデル」を・
コズミデス。 
 






ている」の様々な用途を見て有意義ではない質問(私の K1または W の自) と「知っ
ている」行動の性質 (私の K2または W の推移的な) は、考え、希望、判断、理解、
想像し、覚えて、信じて、他の多くの対価の言葉と同じように機能します。私は 






































さえ、EP と認知錯覚に関する最新の仕事 (例えば、高速で遅い思考の2つの自己) 
の彼の予想の程度を実現していません。ジョン・サールはめったに彼を参照して
いないが、彼の仕事として見ることができるW's の簡単な拡張, 彼はこれを見てい























心理学は、W と人間性を理解するために不可欠です (ダニエレMoyalSharrock (DMS) 
ですが、知る 限り他の誰も、指摘する)。 
 


















ました有意味性の作成 (すなわち、S2 の COS) 無意味さから (すなわち、S1 の反射) 
はありません意識的に経験。新しい世紀の哲学 (PNC) p115-117 とそれの私のレビ
ューを参照してください。 
 
W/S (ウィトゲンシュタイン/サール) f を把握することが不可欠であるramework の
で、私は最初にいくつかのコメントを提供しますサールの作品で例示した現代心






















対価行動から、S1 (私は W の「ヒンジ」と同一視する) の遺伝的にプログラムされ
た作り出すを分離する必要性である。言い換えるに: 高次の行動の研究は、高速シ
ステム 1 S1 と遅いシステム 2 (S2) の考え方、例えば、知覚やその他の作り出すの
性質を区別するための努力です。サールの作品全体として「我々志向性」を含む
高次 S2 社会行動の見事な記述は、後の W は、S2 が、進化と私たちの個人の歴史
の中で、意識的な対価に開発された S1 の真のみの無意識の公理に基づいているか















の窓としての言語」 (マインド、スピーチ) は、私たちの思考、あるいは (Fodor の
多く、カルーサーズ『の ISA など) のウィンドウまたは何らかの種類の翻訳であり
、それが  tr である他の「思考の言語」がなければならないということです





多くは、「思考の言語」のアイデアを解体しているが、私の見解では BBB p37 の 



































ームを乗算し、S2 を拡張します。「確実に」の真のみの公理は、W の (そして後










W が OC で開発しているように、私たちの共有された公共の経験 (文化) のほとん
どは、私たちの公理的 EP (すなわち、S1 ヒンジまたは S1H) の真のみの拡張 (すな
わち、S2 ヒンジまたは S2H) になり、彼が指摘したように、私たちの正気を脅かす
ことなく、,S1 での「間違い」 (テストなし) は、S2 の1つから大きく異なる結果を







生来の真のみの公理 W が彼の仕事を通して、特に OC において占有されているこ
とは、現在の研究の中心にある速い思考またはシステム1と同等であることは明ら
かである (例えば、Kahneman を見てください--「高速でゆっくり考える」、どち
らも、また誰も知る 限りは、任意のアイデア W は、非自発的かつ自動であり、以
上の W ノートとして、知覚、感情や記憶の精神状態に対応している、50年以上前
) のフレームワークをレイアウトしています。一つは、これらの「脳内反射神経」




行動を参照してください, 精神的な状態ではありません, 意識しています, 意図的か




と記憶、すなわち、私たちの生来の公理的 S1 心理学 (私はこれらが私の手である
ことを知っている) から生じる真の唯一の文章を指し、もともと因果関係と呼ばれ
ています自己言及 (CSR) は、サール (しかし今因果関係自己再帰)、または、W の青
と茶色の本 (BBB) の再帰または自我によるものであり、また、行動することがで
き、それが真または偽になることができる処分としての通常の使用である S2 の使
用 (「私の帰り道を知って-すなわち、彼らは厳格な意味で満足度 (COS) の条件を持
っており、CSR (BBB で推移と呼ばれる) ではありません。現代心理学からのこれら












までの遅い S2 対価の思考だけではなく、任意の思考 (意図的なアクション) は、「
認知モジュール」、「推論エンジン」、「脳神経反射」、「作り出す」の複雑な 
S1 ネットワークの多くを含むことなく、発生することはできませんので、"認知公
理」、「背景」または「岩盤」 (W とサールは私たちの EP を呼び出す) また、筋肉 







記憶と反射神経、そして彼らの偽りを (意味を与えることの) 実証の可能性 (明瞭さ
) はありません。W は何度も明確にしたので、判断の根拠となるので判断できませ







思考 (意味を持つ) を表現します。それゆえ、W からのコメント: 「私は言葉で考え
ると、言葉の表現に加えて、私の心を通って行く「意味」はありません: 言語自体
が思考の乗り物です。そして、私は言葉の有無にかかわらず、考えている場合、
その考えは、他の可能な基準 (COS) がないとして、私は (正直に言うと) 何である
かです。したがってW の格言 (p132 の素敵な本について) – 「希望と成就が出会う
言語であり、形而上学的なもののように、思考と現実の調和は言語の文法に見ら
れる」そして、ここでは、W の「文法」が普通であることに注意するかもしれま
せんは、EP または LSR として翻訳されます (DPHOT —テーブルを参照) そして、理
論化と一般化 (彼はしばしば誤ってサールによって批判されている) に対する彼の
頻繁な警告にもかかわらず、これは、1つが見つけることができるように、より高
次記述心理学 (哲学) の特徴付けと同じくらい広い(DMS も注記として)。  
 



























ように, 代理店の理解 (UA).イアンApperly、実験で UA1 と UA2 (すなわち、S1 と S2 
の UA) を注意深く分析している人は、UA1 を空想として特徴付けたダニエル・ハ
ッの仕事を認識しています (すなわち、UA1 のために予約されている「理論」も表

















ステム (二重プロセス) を含む自発的な行動を示しています哲学用語、意識心理学 
(DPC)、サール (LSOR)、志向性 (LSI) の人格、精神、言語 (LSL) の性格 (LSP)、心の、
行動の合理性の (LSR) の、記述的である。思考の心理学 (DPT) –またはより良い, 思
考の記述心理学の言語 (LDPT), 用語は、ここで、私の他の最近の執筆で紹介. 
 
このテーブルのアイデアは、ウィトゲンシュタインそしてサールによってはるか





システム1は、無意識、再帰的または自動化された「ルール」 R1 (認知) は、ギャ

















                                               言語ゲームの分析から 
 処分* 
 
感情 メモリ 知覚 欲望 PI * * IA * * * アクシ
ョン/ 
語 





* * * 
なし マインド マインド マインド なし 世界 世界 世界 
因果関係自己再帰 違います うん うん うん 違いま
す 
うん うん うん 
真または偽（テス
ト可能） 


















進化的優先事項 5 4 2、3 1 5 3 2 2 
コンテンツを選択
できます 
うん 違います 違います 違います 違いま
す 
うん うん うん 
自発的スタート はい/いいえ 違います うん 違います はい/い
いえ 
うん うん うん 
認知システム 
******* 
2 1 2/1 1 2/1 2 1 2 
強さの変化 違います うん うん うん うん 違います 違います 違いま
す 
正確な期間 違います うん うん うん 違いま
す 




































違います 違います 違います うん 違いま
す 
違います 違います うん 
 33 
 
身体表現 うん うん 違います 違います うん うん うん うん 



















































                                                             意思決定研究から 
 処分* 
 



















A CD/A Cd Cd CD/A A CD/A CD/A 
シリアル/パラレ
ル 




A H/A H H H/A A A A 
作業が必要 
メモリ 
うん 違います 違います 違います 違います うん うん うん 
一般的なインテ
リジェンス依存 
うん 違います 違います 違います はい/いい
え 






違います 違います うん うん うん うん 
覚醒を促進また
は阻害する 



























システム 1 (すなわち、感情、記憶、知覚、反射) は、脳のどの部分が意識に存在
するか、自動化され、一般的に500msec 未満で起こりますが、System 2 は、意識
的に表現された遅い審議行動を実行する能力です。議論 (S2D-私の専門用語) 以上






じ言葉 (同じサールとして) に記述することができるので、S1 は因果関係自己再帰
的であり、私は知覚または COS1 を呼び出すことを好むS2 の表現またはパブリッ






























もに、より高い大脳皮質センター S2 で、空間とイベントの時間 (過去と未来、し
ばしば仮説、試算、条件付きまたは架空の変位を記述する能力が進化しました。
嗜好、傾斜、処分 - 遅い、皮質、意識、情報を含んでいる、他動詞 (満足の公共の
条件を持つ) システム2の二次的または洗練された言語ゲーム (SLG の)、サールの用
語truthmakersまたは私はプライベート S1 とパブリック S2 のための COS1 と COS2 






かの感情はゆっくりと開発し、S2 の処分の結果を変更しています (W - 「心理学の


















ステム1の後の脊椎動物心理学の2番目の主要な前進 (国家公 COS) イベントを表現
し、別の場所または時間に発生していると考える能力 (サールの第三の学部試算認




サール-フィル問題 1:45-66 (1991)。 
 
知覚、記憶、再帰的 (自動) 行動は、プライマリ LG によって記述される (例えば、
私は犬を参照してください) そして、通常のケースでは、彼らは真のみであること
ができるようにテストが可能ではありません-すなわち、私が好むか、または動物















ウト (1950-51 で書かれる)。OC は行動または認識論とオントロジーの基礎石であ
ります (おそらく、セマンティクスと語用論と同じです), 認知言語学や高次の思考, 
そして私の見解で (例えば、DMS によって共有) 哲学の単一の最も重要な仕事 (説明
心理学)、ひいては行動の研究である。知覚、記憶、再帰的行動、感情は、部分的
には、心が自動的に世界 (皮質下) に適合する不随意精神状態 (因果関係自己再帰-











Volitions が行動する意図 (前の意図— PI、または行動の意図) である一方で、世界の
事実 (心を世界の方向に合わせる) を一致させようとする思考として記述すること
ができる–Ia - サール (+) 世界を考えに合わせようとする行為プラスフィットの方向









プログラム (認知モジュール、テンプレート、S1 の推論エンジン) はこれらを使用
して性質を作り出します — (信じる、知る、理解する、考えるなど、 -傾斜、嗜好
、能力、S2 の表現とも呼ばれる言語 (思考、マインド) などの実際または潜在的な




Pレセプション: (X は真である): 聞く、見て、匂い、痛み、タッチ、温度 
 




クラス 1: PROPOSITIONAL(True または False)公共行為 、判断、思考、表現、理解、
選択、決定、好むこと、解釈知って(スキルと能力を含む)、出席 (学習)、経験、意






クラス 3: 感情: 愛情、憎しみ、恐れ、悲しみ、喜び、嫉妬、うつ病。彼らの機能は
、迅速な行動のための知覚と記憶の情報処理を促進することにより、包括適性 (期
待最大効用) を高めるために好みを調節することです。このような愛、憎悪、嫌悪
感や怒りなどの怒りや恐怖と S2 などの S1 の感情の間にいくつかの分離がありま
す。彼らを強く感じたり, 望みを演じたりするように考えることができます。 
 
欲望: (私は X が真実であるようにしたい-私はチャンにしたい私の考えに合う世界: 
憧れ、期待、期待、待っている、必要とする、義務を負う。 
 
意図: (私は X の真を作るつもりです)。 
 



































主義によって起こり、多くの場合、私は S1 と S2 のための DIRA1 と DIRA2 に分けて
、満足の条件に満足の条件を課す行動の独立した理由 (サール) を欲望にもたらす (





めではなく、全体のビューのために努力しています。RPP 巻 1 p895, CfZ p464多く







少なくとも2つのタイプの思考 (すなわち、2つの言語ゲームまたは対価 v を使用す
る方法) があります。erb の考え方(W) は、S1 と S2 の高速かつ低速な思考として記
述されている、認識と合理的な部分認識なし nonrational。これは、単なる現象 (W 
RPP Vol2 p129) としてではなく、言語ゲームとして考えることが有用である。精神






で顕在化したときにのみ情報 (すなわち、公の COS) を持つことができます、それ
だけで、思考、感情などは、自分自身にとっても意味 (結果) を持っています。 
 
メモリと知覚はモジュールによって、行動するときに心理的に効果的になる性質 
(S1 が S2 を生成する) に統合されます。言語を発展させるということは、高度な人
間が、行動 (腕と脚の筋肉の総収縮) のために言葉 (口頭または手動の筋肉の細かい
収縮) を代用することを意味する。トム (マインドの理論) は、S1 と S2 におけるこ



































はテストできません (つまり、T や F ではなく、S2 ではありません)。ただし、過去
または将来時制または第三者使用--「信じた」または「彼は信じている」または







事前の意図なしに話された無反射または Nonrational (自動) 語 (私が S2A と呼んでい
る、つまり、S2D は練習によって自動化される) は、W とその後、ダニエレによっ
て行動として言葉と呼ばれるMoyal-Sharrock の哲学心理学で彼女の論文に 2000)。 
 
多く いわゆる傾斜/性質/嗜好/傾向/能力/能力は非命題 (非-システム 1 (トベルスキ
ー Kahneman) の態度 (それらを関数または能力と呼ぶ方がはるかに有用)。以前の
意図は、精神状態とそれ故に S1 であることがサールによって述べられていますが
、私たちの通常の言語では、我々の前の意図が S2 の意識的な審議であるので、再
び私は1つが PI1 と PI2 を分離しなけれ知覚、記憶、タイプ2の性質 (例えば、いく
つかの感情) と多くのタイプ1の性質は、S1 の反射神経と呼ばれ、自動、無反射、






場 合 、 プ レ プ リ ン ト 形 式 で ) 無 料 で オ ン ラ イ ン で 投 稿 し て い る
academia.edu,philpapers.org、researchgate.net、およびその他のサイト,そしてもち
ろん勤勉は見つけることができますほとんどすべて無料オンライン急流、p2p、








S1 の因果の枠組みの点で S2 の高次の思想を説明する試みによる人生の無限の形而
上学 reductionist 漫画のビューを見つけることができます,カルーサーズ『 (C)、デ
ネット、Churchlands(経済学、computationalism、または唯物論還元主義の現在の
指導者のうち3人は、以下の CDC-(哲学的) 疾病管理センターのための私の頭字語) 
および多くの他のものを追求しています。経済学は、彼がそれを指摘したとき、














側を取る, 通常の sta としてテッド、彼の見解がはるかにあるように微妙多くの場










































部のスピーチ ' のイントロスペクションはありません。X が公に明白なていない場
合、私たちの言語では単語にはなりません。このシュートダウンCarruther の彼が
参照しているすべての他の「内的感覚」理論と同様に、心の ISA 理論。私は、対














































いて)。私たちは、脳 (または宇宙) がそれを行う方法を理解したいが、S2 はそれま
でではありません。それはすべて (またはほとんど) DNA を介して S1 の無意識の陰































































ます --1 世紀前に TLP 5.1361 で書いた 
 
また,該当は、精神的なプロセス (およびすべての哲学的問題) に関する哲学的問題












W (PI p271) によって別の一見些細なコメントは、言葉「痛み」を意味したが、そ
れを正しく使用したことを忘れた人を想像するために私たちに尋ねた-すなわち、



























































































ち、言語ゲームや LG の) ここにあります。世界がどのようにあるかについての事
実の問題であるものがあります、すなわち、彼らは明白な意味 (満足の条件) を持






) は、私たちの遅いの高次認知の関数であるが、意識システム 2 (S2) は、「粒子」
が絡み合っているかどうかについての決定は、星が赤いシフトを示し、定理が証
明されている (すなわち、記号が証明の各ラインで正しく使用されていることを見
ることを含む部分)、常に高速で作られている、自動、無意識のシステム 1 (S1) は
 49 
 





















余儀なくされていると思います。そのような概念  (言葉、言語ゲーム ) が 












































































































































































不実現定理」 (2014) または「意思決定と不完全性」 (2013) 出版物の軍団の間で。 
 
・ヤノフスキーの有名な不可能の結果に言及ブランデンブルク門そして学生
(2006) 2 人のゲームのために (しかし、もちろん、「ゲーム」に限定されず、これ
らのすべての不可能な結果と同様に、それは特定の種類の任意の信念モデルが矛
盾につながることを示している任意の種類の決定に広く適用される)。結果の1つ
















記号論理学研究紀要, 9: 362-2003Abramsky (量子コンピューティングの先駆者であ
る博学) は友人であり、・ヤノフスキー「計算、論理、ゲーム、量子基盤」 (2013) 







性」 (「不完全性」) を示す定理は、数学 (私たちの象徴的なシステムのちょうど別





















とができることに注意してくださいゲーデルの不完全定理と K と R は、その変種
が社会科学のアナログとみなすことができると言います、しかし、ウォルパート



















いということです。私たちが明確な COS (つまり意味) を持っていても、観測を行
うことができないのは事実ですが、これは理由を超えたものではなく、達成する

















ィトゲンシュタイン「ザ・ブルー・ブック」 p6 (1933) 
 
我々は、1つの遺伝子とそれゆえ1つの言語 (マインド)、一つの行動 (人間の性質ま
たは進化心理学) を持っていて、W と S が岩盤または背景として参照し、これを反
















それにもかかわらず、W/S は多くの説明を行う (または W は、我々は「記述」と












当の源であり、完全な暗闇に哲学者を導きます。 (BBB p18)。 
 
多くの他のものとは異なり、S は主に回避し、しばしば経済学を解体しましたが
、彼は S1 のプロセスを記述するために、公共の行動 (思考、信じることなど) を記






の) 哲学的な人生の大惨事からの結果であると思います-彼は後の W を真剣に取る


















識」は、知覚、記憶と反射で構成された爬虫類皮質下システム One (S1) の公理的
























る) とコンテンツ (表現や情報が欠けている) であり、S2 はコンテンツ (すなわち表
象) を持ち、下向きの因果関係 (例えば、ハッの私のレビューを参照してください
。ミャーの' ラジカルEnactivism'), 私は S の MSW p39 から段落を翻訳します "合計で
" と終わるPg40「満足の条件」とは以下の通りである。 
 
合計で、知覚、記憶、および再帰の前の意図と行動 (「ウィル」) は、S2 によって







に依存している (CO) の因果関係自己再帰 (CSR) ラピッド自動原始的な真のみの再
帰 S1。言語および神経生理学では、S1 との COS の因果関係が時間シフトされてい
る、意図 (前の意図) または覚えているような中間または混合のケースがあります













含む) と記憶、すなわち、自己再帰 (因果関係の BBB で再帰または自我と呼ばれる) 
である私たちの生来の公理的 S1 心理学を記述する真のみの文章を指し、S2 は行動
することができ、真または偽になることができます処分の言葉 (思考、理解、知っ
ているなど)、すなわち、彼らは満足度 (COS) の条件を持っており、CSR ではあり



























分析することで分析することができます。サール MSW p28-32 
 
カルーサーズ『のように、Coliva、S およびその他のある状態 (例えば、p66 MSW) 




、S と様々な作者がバックグラウンド (S1) を呼び出すと S2 を生じさせ、部分的に 
S2 によって制御されているので、S1 が命題になることができるという意味があり
、彼らとサールは無意識または意識が自動化された活動であることに注意してく
ださい S1 は、S2 の意識または審議のものになることができなければなりません。










一つの考えは、欲求独立した行動理由 (スラカルタ) です。私は、p127 の実務上の
理由の要約を次のように翻訳します: 「我々は、通常、欲望に依存しない行動の理
由 (スラカルタ、すなわち、空間と時間の中で変位した欲望) を含む我々の欲望 (脳
の化学を変える必要がある) に屈します。私たちの包括的なフィットネス (自分自
身と密接に関連する遺伝子の生存率の増加) に役立つ筋肉の動きの遅かれ早かれ結






















) を表現します。それゆえ、W からのコメント: 「私は言葉で考えると、言葉の表
現に加えて、私の心を通って行く「意味」はありません: 言語自体が思考の乗り物
です。そして、私は言葉の有無にかかわらず考える場合、思考は私が (正直に) 他
の可能な基準 (COS) がないと言うことです。したがって,W のラブリー格言 (p132 
バッド-ウィトゲンシュタインの心理哲学) 「それは言語である希望そして、成就
は、すべての形而上学のように、思考と現実の調和は、言語の文法に見られるこ
とです。そして、ここでは、W の「文法」は通常、進化心理学 (EP) として翻訳さ
れ、理論化と一般化に対する彼の頻繁な警告にもかかわらず、これはより高次記
述心理学 (哲学) は、サールの「理論」を超えて (しばしば彼の有名な反理論的スタ
ンスのために W を批判する)、見つけることができるように。 
 
「すべての標識は解釈しかし、その意味は解釈できない。それは最後の解釈です 














、S の議論は、その論理的な結論に W の「背景」の彼の理解を運ぶために彼の失
敗によって損なわているので、彼は (彼が頻繁に) 彼は自由意志の概念を放棄する
必要があるかもしれないことを示唆している-私が見つける概念 (W で) 干渉しませ
ん。何は私たちの腕を持ち上げるための選択肢を持っていない私たちの虚偽対真




同様に (p62) 誰も背景のための引数を与えることはできません (すなわち、私たち


































しているということです, 堅い事実 - 価値の区別、語彙では、すでに区別の虚偽を




































現) ステータス関数の宣言, 宣言の明示的な形式ではない場合を含む. " 
サール MSW-13 
 





























ーチの行為のために真実である "MSW p82 
 
何年も前に S によって導入された批判的な概念は、私たちの思考 (S2 の命題) に対
する満足の条件であり、W は傾斜と呼ばれるか、または行動する性質が、不適切
な用語「命題」によってまだ呼ばれています。態度多くの。COS は、PNC の p169 


























彼らは S1 と S2 を記述する真または偽の命題を説明する真のみの文章の違いを明
確にするようにほとんどの人は、W の「確実性」または「RPP1 と2」または OC 上
の DMS の2冊の本を読むことから大きく恩恵を受けるでしょう。これは、S2 でそ
れらについて考え始めた後、彼らは T または F になることができるので (少なくと









スにおける満足の条件が著しく異なっているということです。(p35 MSW)。PI の 
COS は、すべてのアクションを必要とし、IA は部分的なものだけです。彼は、事
前の意図 (例えば、p34) が精神状態 (すなわち、無意識の S1) であり、彼らが意識
的な行為 (すなわち、S2) である行動意図 (IA) をもたらす一方で、両方が因果関係
自己再帰的 (CSR) であることを明らかにします。どちらも CSR であるという重要な
議論は、(信念や欲望とは異なり) 彼らが彼らの COS をもたらすことを示すことが
不可欠であるということです。認知と意志のこれらの記述は、表2.1 に要約されて
います (p38 MSW), サールは、長年にわたって使用しており、私はここで、私の多
くの記事で紹介する多くの拡張のための基礎であります.マイビューで,それは非常















います...ステータス機能...必要。。。状態の一括賦課と認識」 (p59 MSW)。 
 
 






もう一度、サールは、S1 (すなわち、記憶、知覚、反射作用) が命題 (すなわち、真
-偽) 構造を有することを、p66-67 MSW のような状態にする。私が上記で述べたよ
うに、他のレビューで何度も、それは W が正しいことを明確に思える、とそれは 
S2 のみが命題であり、S1 は公理的と真のみであること、動作を理解するための基
本的なものです。S1 の遺伝的、公理的志向性は S2 のそれを生成するので、彼らは











S1 と S2 は、人間の EP の重要な部分であり、結果は、それぞれの包括的なフィッ
トネスによる自然淘汰の数十億と数百万年の.彼らは、EEA (進化的適応の環境) に
おける生存と生殖を促進しました。私たちについてのすべてが物理的および精神
的にボトムアップ遺伝学で.S の MSW (例えば、p114) についての漠然とした話は、

















自発的に DIRA2 を実行する方法のパラドックス (すなわち、S2 の行為と、独立した
欲望である彼らの文化的な拡張) は、長期の包括適性を提供する無意識の DIRA1 が
、しばしば短期的に上書きする意識的な DIRA2 を生成するということです個人的
な即時の欲望。エージェントは、実際に意識的に DIRA2 の直接の理由を作成しま
すが、これらは無意識または単に自動化された DIRA1 (究極の原因) の非常に制限
的な拡張です。 
 





















否定する他の behaviorist 排泄物,最初に戻って行く必要があります。 
 




p21 で彼は、彼らが精神状態 (すなわち、S1 作り出すに) を参照しているように見







いくつかの通知 (バッド p29-32、スターン、ジョンストンとMoyalSharrock は例外













バッドノート W の p33 に関する有名なコメント-「間違いは何かが含まれているこ
とを意味するものがあると言うことです。W は、意味を構成する精神状態が存在











バッドは正しくこの誤解を何度か (例えば、p58) 拒否します。 
 
バッドの次の章では、彼は私の言葉で (と現代の心理学で) S1 であり、W の用語で







ませんが、より良い理解と呼ばれています (私 U1)。私たちの S2 の信念とは異なり 








は、と言うことですS1 では、可能なテストはありません、これは W の有名なの意
味である ' 内側のプロセス ' 外向きの基準を必要としているスタンド '.つまり、イ
ントロスペクションは無意味です。 
 
















OC) 彼は S1 の因果的な自動化された性質を説明するページの数百を費やしている
ので、W は、彼の全体のコーパスの1つまたは2つのコメントに基づいてこれを受
け入れることはありません彼の次の声明を受け入れない筋肉の動き (スピーチを含




次の章では、S1 と S2 がどのように相互作用し、どのように私たちの言語があいま
いであるかについての W の広範なコメントについて説明します ' 見る ' という意味
で.原則として,それ ' のように見る ' またはアスペクト見ているだけで見ながら、
ゆっくりとした S2 脳のアクションの一部であることは明らかである真のみ S1 作








ンの ' ウィトゲンシュタインを参照することが大きな価値である: インナーを再考
する (1993)そして特に、言語の不確定な性質についての彼の議論に。 
 
バッドの第5章では、W の後の仕事の主要な没頭 (S1 と S2 の関係) に再び対処しま
す。私は私の他のレビューで指摘しているように、いくつかは完全に後の W を理
解し、S1、S2 フレームワークを欠いていることは驚くべきことではありません。
したがって,バッドの議論 (自動 S1) 対可視化 (意志の対象となる意識 S2) はひどく妨






きないになり、S1 プロセスに S2 用語を適用するために一定の誘惑があります。「
ベネットとハッカーの」を参照してください。Neurophilosophy'、DMS などの議論







かのファンタジーとして ' calculating1 ' を却下したい、または我々は後にその性質









「意図」という動詞を使用する他の考えられる方法についての  W のコメント 
(p125) のポイントは、それらが同じではないということです私たち「intend' (PE) 
の名前は、実際にはそれが何を意味するのか明確ではありません。「私は食べる
つもりです」食べるの COS を持っていますが、それは (COS が) 食べることを意味
する場合、それは意図が、アクションを説明しないと、それが言葉を言っている









、私は言葉の有無にかかわらず考える場合、思考は私が (正直に) 他の可能な基準 












を発声することを意味するもの) は、それらを真にする PE (可能なイベント) であ
る S の COS の観点からそれらを述べる。私はジャックが来ることを期待する場合
、それを真にする COS (PE) は、ジャックが到着し、私の精神的な状態や物理的な
行動 (部屋をペーシング、ジャックを想像する) は無関係です。思考と現実の調和
は、ジャックが私の前または後の行動または私が持っているかもしれない任意の







のための非常に明確な検証を持っていますが、' 内部イベント.そして、W とS が何
度も見事に実演し、「ジャックが来ると思っている」という文章を発するのスピ
ーチ行為はただの思想文そのジャックは来るそして、COS は同じです-ジャックが






































とに注意してください-私は、彼らが自己言及 (または因果関係因果 関係 自己再帰
サールが好むようになりました)-S によってさらに開発された概念。私のテーブル
を見ている場合、それは明確な感情が S2 の遅い、真または偽の思考よりも S1 の
高速、真のみの作り出すとの共通点がはるかにありますが、もちろん S1 フィード 


























































速 S1 と遅い S2 思考 (例えば、知覚と他の作り出す対性質) を離れていじめるため
の努力ですが、文化に S2 の論理的な拡張です。 
 
サールの作品全体としてより高次の S2 の社会的行動の驚くべき記述を最近対価心
理学のための遺伝子の進化は、後の W は、それが S2 の意識的な対価命題思考に




























今、カルーサーズ『の私のレビューからいくつかの抽出物のために ' (C) 「心の不
透明度」 (2013) 科学としてドレスアップ古典的な混乱に満ちている。それは見逃






ているので「I」の使用を排除すべきであることを除いて (S2 から S1 へのハードリ
ダクションであることを目標)。もちろんです,書くこと、読むこと、そしてすべて
の言語と概念を前提と自己、意識、意志が何であれ、そのようなアカウントは、















ら、それは文法的なフィクションです。(PI p307)そして、1つはまた、現代の C で
実際の行動主義を指すことができます 'computationalistフォーム.W/S は、最初の発
着を主張します-「I」または「I」を使用するための BBS の記事で C 謝罪を D にし
ながら、人の視点「自己」。 
 
ハッは、W とデネットの間の広大な湾を示しています (D) ドラゴンフューリーに
役立つ私は D を取るので、同様に erize Cと C (・チャーチランドと他の多くのもの









理装置として提示しています— sophomoric は、S と他の人によって徹底的にそし
て繰り返し消滅します。W で1930年代。過去10年間で,私は、約何千ものページを


























































界」とここに抜粋) とその魅力的なプルは、それが EP のデフォルトによるもので
あることを教えてくれます。再び,W からの新鮮な空気をひどく必要とする呼吸: 
「論理の結晶性の純度のために、もちろん、調査の結果ではありませんでした: そ
れは要件でした。PI p107.行動と再読み取り W と S のほとんどの本を投げるに抵抗
するのは難しいです。「説明」を高くしようとしているものからジャンプするだ



















































少なくともサールの PNC の第6章、「現象学的錯覚」 (TPI) を読むことは良い考え









ん、その EP のデフォルトのためにほとんどすべての人を行います. 
 
近くの研究に値する W のもう一つの優れた仕事は、ジョンストンの「ウィトゲン









































































で深いコミュニケーションは、口頭の筋肉 (スピーチ) を収縮させることです。W 
がいくつかの文脈でコメントしたように、それは我々がその純粋な形で言語 (思想





、思い出や S1 のような再帰応答とはかなり異なっています 感情。 
 
S1 と S2 の違い (私がそれを置くように、これは J または W に利用可能な用語では
ありませんでした) また、処分動詞の非対称性に見られ、「私は信じている」など















































す。また、表現の無限の多様性があります。(RPP2p645 と LWPP2 p65)。再び,W は
、動物とコンピュータの違いを調査します。 
 
私たちの LG の不確実性は欠陥ではなく、私たちの人間性にとって重要であると J 
 81 
 














































せん。彼はその後、彼が読んでいる間、彼は男走り書きマークの W (RPP1 p908) か
らの例をメモし、誰もテキストを繰り返すことはできませんマークしかし、彼ら



























































注意してください (例えば, 夢).W は、私はあなたが無意識の考えを話すことができ
ない場合、どちらか (BBB) の意識のものを話すことができないことに注意して、
このことにコメントする最初のと思いました。ここで、彼の仕事を通して、それ












こでのプレゼンテーション) COS と、(私の見解では) 逆効果です。p25 の例では、
私たちが見ているリンゴは CSR の COS であると言いたいようです。 (因果関係自己
再帰、すなわち、原因が組み込まれている) リンゴの知覚とかゆみの再帰的無意識
の引っかきは、腕の計画的な運動と同じ状態 (すなわち、COS) を有する。したが






る p29 に彼が行う S1 と S2 を混合するために、彼の傾向 (他の人のために通常はサ
ールの欠陥) を指摘している。それは、S2 が精神状態ではないということは、30
年代の W の BBB 以来、非常に基本的で明確なように思える S1.私たちは、S1 と S2 
の言語ゲームの間の違いを明確に保つために常に必要があるので、彼は S1 を参照






うに、1つはハッを読むことができミャーのブック ' 尖鋭Enactivism: 「コンテンツ












分析をフレームに S2 (すなわち、対価心理学と文化) の直接の理由を使用する傾向
があるが、私はそれが S1 の究極の原因が含まれていない限り、私はそれを表面的







現代の2つのシステムへの S の obliviousness (彼はほとんどの哲学者と共有する)フ
レームワーク,そして、「確実に」彼の最後の作品で最も劇的に述べたように W の
「過激」認識論の完全な含意に、最も不幸です (私は多くのレビューで指摘したよ
うに)。これは、2つのシステムを記述する最初の、最高の仕事をした W でした (誰









したがって,p202 の感覚 (「経験」) を記述する2つの方法についての S の議論は、
私の見解では、赤を見ること、または痛みを感じることが自動真のみ S1 であるこ
とを実現すれば、すぐに我々が意識的にそれに出席する (ca 500ミリ秒以上) は、言
語 (および他の身体の筋肉の収縮と同様に) で公に表現することができる「として
」と命題 (真または偽) S2 関数になります。したがって,赤と同じである S1 ' 経験 ' 
または痛み対赤や痛みの, 我々はそれに反映し始めたら、, 通常は1つの「経験」に
一緒にブレンドされています.私にとっては、これらの問題の理解を得るための最























にあると思います。心理 学 — 「現象学的錯覚」 (TPI) 彼はそれを呼ばれているよ































































































。e が言ったことの変種または拡張動作の正しい説明を与える)。私は Chaps 3-5 の
被験者である強い AI と関連する問題に対する有名な中国の部屋の議論のバージョ
ンを含む W で S 予示さのほとんどを見つけます。ちなみに、中国の部屋に興味が
ある場合は、ビクターを読む必要がありますRodych の優れた、しかし事実上未知
の、CR の補足--「サールはあらゆる欠陥の解放した」。Rodychまた、数学の W の
哲学に関する一連の優れた論文を書いている-すなわち、公理的システムの EP (進





マインドの計算理論) とダイナミックシステム理論 (DST) を促進する誰もが、W の
論理は、これまで書か (すなわち、事実の論理的な処理としての行動 (思考)、すな
わち情報処理) の視点の最も印象的で強力な声明と見なすことができます。もちろ




























W が示した「言語による我々の知性の bewitchment との戦い」の典型的な例です
何度も繰り返し.1つの単語--2 つ (または複数) の異なる用途。 
 
p10 で彼は理論化に彼の反感のために W を懲らしめるが、私は上記のように、' 理



























最後に、p25 では、因果関係または自由意志の私たちの概念 (言語ゲーム) の任意
のリビジョンが必要または可能であることを否定することができます。あなたは 






















ト命題 (T または F) になる、またはその可能性がある動作 (潜在的なアクション)。
コンピュータとその他の自然は、私たちの視点に依存している (起因する) 志向性
だけを持っていますが、高等動物は遠近に依存しない一次志向性を持っています
。S と W の感謝として、偉大な皮肉は、これらの唯物論または機械的に切断とし
てマスカレード心理学の削減-エッジサイエンス, しかし、実際には、彼らは全く








す (それは W のように) ほぼすべての行動と同じ理由のために心の機械的な見方が
存在すること-それは私たちの EPこれは、我々が意図的にゆっくりと考えることが
できるものの観点から説明を求めています, ではなく、我々は主に忘れている自動
化された S1 ではなく、.上で述べたように、サールはこれを TPI として説明してい
る。再び,p65 では、私たちの公理的継承心理学の W の説明を見つけると、その彼
の OC や他の作品の拡張機能は、S の (または誰の) よりも深くなるように、私たち
は犬が意識されていることを「自信」ではありませんが、むしろそれは疑いにオ





















































二元論のエラーのための p 158 の説明のタイプです。私のビュー,それは明らかに
、TPI の別のインスタンスであります-彼 (そして、ほとんどすべての他の人) が何
度も行った間違いであり、それ以外の場合はすばらしい第9章で、p177 などで繰
り返されます。(主に) S2 を介して肉人形の弦 (筋肉を収縮) を引っ張る遺伝子プロ
グラム S1。ストーリーの終わり。再び,彼は私のコメントまたは W の DMS のもの
を読む必要がありますOcそこで彼は、p171 の一番下にある「信じるべき正当な理










S2 を介して肉人形の弦 (筋肉を収縮) を引っ張る遺伝子プログラム S1。ストーリー
の終わり。再び,彼は私のコメントと DMS のものを読む必要があります。Coliva、
アンディ・ハミルトンなど、W の OC では、彼は p171 の下部にある「信じるべき
正当な理由」と p172 のトップは、「知っている」 (真のみの意味で) を変更します
。 
 
彼の最後の章「命題の単一性」 (以前未公開) はまた、彼らが S1 と真または偽を説
明する真の唯一の文の違いを明確にするように、W の「確実性」または DMS の様
々な書籍や論文を読むことから大きな恩恵を受けるだろうS2 を説明する命題。こ
れは、S2 でそれらについて考え始めた後、彼らは唯一の T または F になるので、














































































でなく、すべてのスピーチの行為のために真実である "MSW p82 
 
これは W で顕著であるが、S によって否定される別のポイントをもたらします、
我々ができることはすべて、理論ではなく説明を与えることです。S は理論を提
供していると主張しているが、もちろん「理論」と「記述」は言語ゲームであり
、私には S の理論は通常 W の説明であり、他の名前によるバラであると思われる
。W のポイントは、我々はすべて私たちの行動の真のアカウントであることを知
っている perspicacious の例に固執することによって、我々はすべての行動 (すべて
の言語のゲーム) を考慮しようとする理論の流砂を避けるため、S は一般化したい






認識と記憶と再帰的な行為 (「意志」) システム1の真実を含むそして、UA1 の理解
--Emotions1、愛、怒り、因果関係について説明することができるような、進化的
後の二次言語のゲーム (SLG の) は、自発的な表現または説明である一方、システ
ム2、スローシンキング、mentalizingニューロン、テスト可能な真または偽、命題





































係の広い配列に個人的な開発の間に拡大さ容赦なく S2 の遅い処分を作り出す S1 






忘却 (TPI) のままである自動化された S1 ではなく。私は、私たちの公理的を継承し










何年も前に S が導入した重要な概念は、満足の条件 (COS) です。私たちの考え (S2 
の命題) は、傾斜として、または行動する処分と呼ばれる、多くの人による不適切
な用語「命題態度」によってまだ呼ばれています。COS は、PNC の p169 上のよう










彼らは S1 と S2 を記述する真または偽の命題を説明する真のみの文の違いを明確
にするようにほとんどは、W の「確実性」または「RPP1 と2」または OC 上の DMS 
の2冊の本を読むことから大きく恩恵を受けます。これは、S1 の知覚を命題 (少な
くとも彼の作品のいくつかの場所で) として捉えることができるので、S2 でそれ














ださい。ミャーの' ラジカルEnactivism') 私は p39 から段落を変更します "合計で" と
終わるPg40「満足の条件」とは以下の通りである。 
 






図から切り離されている) と私たちの遅い思考の他の S2 命題の処分は、後で第二
の自己を進化し、完全に依存していることがわかります ((COS) CSR(因果関係自己
再帰)高速自動プリミティブ真のみ再帰 S1.言語とおそらく神経生理学では、中間
または混合されたケースのような意図 (前の意図) または覚えている、COS との因
























す "で補われた場合は、はるかに明確である"S1 の不成立 axiomatics は、彼らの文
















しかし,私は、S1 (すなわち、記憶、知覚、反射行為) が命題 (すなわち、真-偽) 構造
を持っていることを p66 と彼の著作の他の場所で彼の発言に強く反対します。私
が上記で述べたように、他のレビューで何度も、それは W が正しいことを明確に
思える、とそれは S2 のみが命題であり、S1 は公理的と真のみであること、動作を
理解するための基本的なものです。S1 の遺伝的、公理的志向性が S2 のそれを生成











































言語がゲームに不可欠であるという S の提案 (p115) は間違いない。完全に読み書
きの不自由な方は、カード、サッカー、チェスでもプレイできますが、もちろん
最小限のカウント能力が必要です。私は、ふりをし、想像する能力 (例えば、時間
と空間のシフトに関与する試算または p121 の概念) が、完全な形で、ユニークな
人間の能力であり、高次の思考にとって重要であるということに同意します。し
かし、ここでも、多くの動物の前駆体があります (存在しなければならないように
), このような儀式の戦闘と交尾の踊りのポーズなど, によって交配サイトの装飾, 
母鳥の壊れた翼の見せかけ, 猿の偽のアラーム呼び出し, 「クリーナー」魚を取る
彼らの獲物と多くの動物のタカと鳩の戦略 (詐欺師) のシミュレーションをかむ。 
 








「動機」 (欲望または義務)、「エフェクター」 (体の筋肉)、「constitutor」 (スピー






由を生成する S2 の意識的な遅い思考 (多くの場合、S3 の文化的な拡張によって変


















、私は私たちが DIRA2 を実行する方法の p129 に彼の説明を言い換えるだろう(すな
わち、システム2のスラカルタの言語ゲーム)「パラドックスの解決は、長期包括
適合性を提供する無意識の DIRA1 が、しばしば短期的個人的な即時欲求を上書き
する意識的 DIRA2 を生成するということです。エージェントは、実際に意識的に 





























はないと思いますが、確かに言語を必要とする S2 または DIRA2 の高次スラカルタ
は、ユニークな人間です。これは私が自発的に DIRA2 (すなわち、S2 欲望とその文








,p130 のこの問題についての彼の議論のために-それは EP、RA、もし、S1 (進化心理







イドする場合のために動作します短期欲望。彼の自然の混乱と、S1 と S2 の育成は









































(COS2) の公共の状態 (ウィトゲンシュタインの他動詞) であり、すなわち、それは
命題であり、表象的であり、精神状態ではなく、我々は、視覚的経験 (VisExp) は
システム1なので、雨が降っている (COS1 である) こと、および発生の確定時間が





ツを持っていると言うが、私は S1 が真のみであり、したがって S2 の感覚のよう
なもので命題することはできません W に同意します命題は公共の駅tements (COS) 
が真またはFalse。 
 
p12 では、彼はシステム 1 (S1) の自動性を記述していることに注意してください、
そして、彼は世界を説明するために、我々は唯一の説明を繰り返すことができる































界であり、精神状態 (S1) を作成し、我々は言葉でこれを置く場合、それは COS2 と 









p61 の真ん中に我々は、我々は S1 と S2 を別々に保つために失敗したときにここで
、どこでも発生する混乱を参照してください。我々は S1 の表現を参照してはなら
ないか、少なくとも R1 を呼び出し、彼らは公 COS を持っていないことを実現する
必要があります-COS2. 
 









うな COS は、問題の文脈にあります。 
 














ていれば、COS が何であるかを決定しなければならない言語ゲームであり、S1 と 
S2 のプロパティをすべて終了するということを念頭に置いているだけです明らか
にし、サールと他の誰もが ' に苦労を停止することができますエクスプレスそれ。
したがって、(p69) 「現実は確定的である」というのは、認識が S1 であり、精神
的な状態であることを意味します、ここで今、自動、因果、検査不能 (真のみ、す




p70 では、知覚の行動の意図 (私の用語では IA1) は、再帰的になっている S2 行為 (
私の用語では S2A) に由来する可能性がある S1 (私の用語では A1) の再帰行為の一
部であることに注意してください。 
 
p75 の上に p74 の底に, 500ミリ秒は、多くの場合、見ている S1 と as (S2) の間の近
似分割線として取られます,つまり、S1 は S2 の高次皮質センターに知覚を渡し、
そこでは言語で熟考して表現することができます。 
 
















く、満足の条件を提示します。「S1 の知覚は、パブリック COS を持っている S2 に
自分のデータを提示するので、我々はそれがまた、パブリック COS を持っている
かのように S1 の話をすることができます。p111 において、「条件」とは S2 の公 
COS を指し、すなわち、ステートメントを真または偽とするイベント、および「




知覚は同一であるP1そしてより高いレベル知覚P2S1 と S2 を記述する言語は1つだ
けであるため、同じ用語でのみ記述できます。彼は2つのシステムを採用する場合 
p117 底にそれははるかに少ない神秘的であろうフレームワーク,だから、満足の条






























































章の最後のセクション IX は、S1 の特性 (すなわち、「主な資質」を記述するため
に使用される言語ゲームをプレイするために) を記述しようとするときに強制され
る非常に不透明で厄介な言語ゲームを再び示しています、これらの feのデータを 

























は役に立つ (一貫している)」と翻訳することができますか」と p130 は説明します
。 
 
セクション X ' 後方の道 ' の最初の段落は、おそらく本の中で最も重要なものであ
り、それはすべての哲学のために重要であることを理解するためには、正確な1:1 
接続または S2 の S1 への減少は、lang で記述する多くの方法のためにオは、特定の
イベント (精神状態、すなわち、知覚、メモリなど) を提供します。したがって、
行動を捕捉することの明白な不可能(言語、思考) 完全にアルゴリズム (「強い AI」
の絶望) または脳内の所与の神経パターンからの外挿しの巨大化行為への (言語ゲ
ーム-すなわち、無限の文脈における言葉) 我々はそれを記述するために使用しま




ており、他の人 (例えば、ハッカー、W 様々な文脈で) しかし、それはほとんどの
哲学者とほとんどすべての学者を免れたようです。 
 
再び,サールは、XI と X12 の宗派でポイントを逃す-我々はしないと ' 見て ' 赤また

































な身体運動を引き起こす能力においては、基本的知覚 (S1) は、基本的な反射作用 
(A1) に自動的に (内部的に) 導くことができる (すなわち、指を燃やして腕を引き出




知覚は非情報である一方で、情報 (真または偽) である公 COS と言語で表現された 
S2 気質である (ハッの私のレビューを参照してください。ミャーの まずは本) S1 の
自動応答と S1 で推論の言語ゲームをプレイする意味のある方法はありません.私た
ちが見る木とすべては数百のための S1 ですミリ秒または、その後、通常、彼らは 










だから,それは (神経科学者を除いて) S1 の精神状態で何が起こるかは問題ではあり
ませんが、彼らは S2 に入るとき、我々は彼らについて言うものだけ.それはすべて
の日としてクリア 7.8地球上の10億は、神経活動のわずかに異なるパターンを持っ







































p219 下と222ページのトップへそれは彼の仕事で W だった, その行動は証拠の基礎
を持つことができないことを指摘し、その基礎が私たちの動物の確実性または疑
いと確実性の基礎であり、疑うことができません (S1 のヒンジ) であるということ
であることを、「確実に」で最高潮に達しました。彼はまた、私たちの基本的な








ティビティ (プライベート言語なし) にしかなりません。そして、p230 の問題は、
「理論」が不十分であると思われることではなく、(ほとんどの場合、すべての哲
学的理論ではないように) それがコヒーレントであるということではありません。
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